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「４５ｆ 国際海上 ンテナ輸送実験 実験結果の 次報告
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「４５ｆｔ国際海上コンテナ輸送実験」実験結果の一次報告
（東北国際物流戦略チームの取組）

東北国際物流戦略チームでは、４５ｆｔ国際海上コンテナの国内輸送の実現に向けて、１１月１６
日（火）～２０日（土）の５日間、宮城県岩沼市の東洋ゴム工業(株)仙台工場と仙台塩釜港高砂コン
テナターミナルの約３０㎞間で、実際に４５ｆｔコンテナ合計１０本を輸送する実験を行いました。

本実験は 現在４０ｆｔコンテナを利用して輸送している荷主企業にご協力頂き 実際の輸出貨物本実験は、現在４０ｆｔコンテナを利用して輸送している荷主企業にご協力頂き、実際の輸出貨物
を４５ｆｔコンテナで輸送する全国初の本格的実験です。
オランダから輸入したシャーシと国産トラクタの組み合わせで、車両長が現行の基準を超える１７．
６８ｍの車両を用いて、県道１０号、国道４号、高速道路の3ルートを走行することにより、４５ｆ
ｔコンテナの輸送における安全性・操作性・効率性の検証を行いました。

実験ルートの通行では、他車の交通に支障を与えることなく通行できることが確認できました。
各検証項目の結果は別添のとおりです。
なお、今回の報告は実験結果の一次報告であり、最終報告は来年２月に予定している東北国際物流

戦略チ ムの本部会までにまとめる予定です

〈日時〉平成２２年１１月１６日（火）～２０日（土）
〈検証ルート〉県道１０号、国道４号、仙台東部道路（高速道路）の３ルート
〈検証内容〉①道路通行状況

②横転防止システムによる横転限界速度
③操作性
④輸送効率

戦略チームの本部会までにまとめる予定です。

④輸送効率
〈実験主催〉東北国際物流戦略チーム〈座長：東北工業大学 稲村肇教授〉

［事務局：（社）東北経済連合会、東北運輸局、東北地方整備局］
〈輸送会社〉東北菱倉運輸(株)
〈実験協力〉【荷主】東洋ゴム工業（株）

【コンテナヤード】宮城県仙台塩釜港湾事務所、近海郵船物流(株)
三陸運輸（株）、塩竈港運送（株）

【コンテナトレーラ横転防止システム】東京海洋大学：渡邉豊教授

東北国際物流戦略チーム
【問い合わせ先代表】

国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 港湾物流企画室

発表記者クラブ

宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会

室 長 遠藤 源

国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 港湾計画課

課長補佐 晴山 真澄

電話番号 ０２２（７１６）０００３

えんどう はじめ

はれやま ま す み



別 紙別 紙

45ft国際海上コンテナ輸送実験45ft国際海上コンテナ輸送実験

～ 結 果 報 告 ～～ 結 果 報 告 ～

平成２２年１２月２４日平成２２年１２月２４日

東北国際物流戦略チ ム東北国際物流戦略チ ム東北国際物流戦略チーム
社団法人 東北経済連合会
東北運輸局

東北国際物流戦略チーム
社団法人 東北経済連合会
東北運輸局（事務局）（事務局）
東北地方整備局東北地方整備局



実証実験の概要
■実証実験概要
〈 時〉 成 年 （ ） （ ）

■実証実験検証ルート

〈日時〉平成２２年１１月１６日（火）～２０日（土）
〈検証ルート〉県道１０号、国道４号、仙台東部道路（高速道路）の３ルート
〈検証内容〉
①交差点等通過時における机上検討と実走行の比較及び他の車両に与える影響

について、前後の誘導車と各交差点でのビデオ映像からの検証
②コンテナトレーラ横転防止システムを設置し、横転に対する安全性の検証

高砂ＣＴ

１０

２３②コンテナトレ ラ横転防止システムを設置し、横転に対する安全性の検証
③４０ｆｔコンテナと４５ｆｔコンテナの相違点について実際に運転した運転

手へのヒアリングによる操作性の検証
④積載・通行時間の計測による輸送効率性の検証

〈実験主催〉東北国際物流戦略チーム〈座長：東北工業大学 稲村肇教授〉
［事務局：（社）東北経済連合会 東北運輸局 東北地方整備局］

１０

２３

［事務局：（社）東北経済連合会、東北運輸局、東北地方整備局］
〈輸送会社〉東北菱倉運輸(株)
〈実験協力〉
【荷主】東洋ゴム工業(株)
【コンテナヤード】宮城県仙台塩釜港湾事務所、近海郵船物流(株)

三陸運輸(株)、塩竈港運送(株)
【 ンテナトレ ラ横転防止システム】東京海洋大学 渡邉豊教授

４

【コンテナトレーラ横転防止システム】東京海洋大学：渡邉豊教授

15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60

県道10号

往路走行 バンニング 復路走行 ＣＹ搬入

【1回転目】 場内切り回 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

11月16日

１０時 １１時７時 ８時 ９時 １２時 １３時 １４時 15時 16時

ゲート開放時間

■実証実験工程表（11月16日～20日）

１０

【2回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出

15 30 45 60 10 30 40 60 15 30 45 60 10 30 45 60 20 30 50 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 10 25 40 60

国道4号 バンニング ＣＹ搬入

【1回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

【2回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出

15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60

11月17日

９時 １０時 １１時７時

７時 ８時

８時

９時 １０時 １１時

１２時

１２時 １３時 １４時 15時 16時

１５時 １６時１４時１３時

ゲート開放時間

２０

15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60

東部高速道路 バンニング ＣＹ搬入

【1回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

【2回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出

15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 40 60 10 30 45 60 15 30 40 60 15 30 50 60 20 30 45 60

県道10号 バンニング ＣＹ搬入

国道4号

【1回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

11月18日

11月19日

７時 ８時 １１時 １２時９時 １０時 １３時 １４時 15時 16時

ゲート開放時間

ゲート開放時間

東洋ゴム工業㈱

■実験ルート

125

【1回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

【2回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出

15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 45 60 15 30 40 60 10 30 45 60 15 30 40 60 15 30 45 50 20 30 45 60

東部高速道路 バンニング ＣＹ搬入

東部高速道路

【1回転目】 場内切り回し&バンチェック他 ＣＹ搬出 バンニング ＣＹ搬入

【2回転目】 場内切り回し&バンチェック他

11月20日

１２時８時７時 １３時 １４時 15時 16時９時 １０時 １１時

ゲート開放時間

（１） ：県道10号経由 （現状利用ルート）

（３） ：仙台東部道路経由 （岩沼ＩＣー仙台東ＩＣ）

（２） ：国道4号（・県道23号）経由

４

６
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検証結果①道路通行状況

験
高砂ＣＴ実験走行ルート

・実験ルートでの４５ｆｔコンテナ積載車両の通行状況は、比較

－実験ルートの通行では、
他車の交通に支障を与えることなく通行－

１０

１０

２３

２３

ポイント①

実験走行ル ト

のため事前に行った４０ｆｔでの通行状況とほぼ同様であり、一
般交通の流れに乗って走行でき、他車の交通に支障を与えること
なく通行できることが確認できた。

《主な交差点の通過状況》 ４

１０

《主な交差点の通過状況》
ポイント①：最も曲線半径の小さい交差点の左折

対向車線等を侵すことなく通行できた。

ポイント②： 鋭角交差点の右左折
右左折とも対向車線や対向停止線箇所を侵すことなく通

４

１０

ポイ ト③右左折とも対向車線や対向停止線箇所を侵すことなく通
行できた。

ポイント③：右折２車線の交差点
内側誘導線を通行し、外側の隣接誘導線を侵さずに通行
できた

２０

ポイント③

ポイント④

できた。

ポイント④：右折２車線の交差点
外側誘導線を通行し、その外側に大回りして内側誘導線
を侵さずに通行できた。

東洋ゴム工業㈱

（１） ：県道10号経由 （現状利用ルート）

（３） ：仙台東部道路経由 （岩沼ＩＣー仙台東ＩＣ）

（２） ：国道4号（・県道23号）経由

■実験ルート

４
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６ ポイント②

ポイント③交差点右折ポイント②交差点右折ポイント①交差点左折

港湾道路→県道１０号 国道４号→岩沼市道 国道４号→県道２０号 国道４号→県道１２５号

ポイント④交差点右折
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検証結果②横転限界速度

－横転防止システムで計測－

東京海洋大学渡邉教授が開発したコンテナトレーラ横転防止システムを実験車両に設置し、走行中の横転限界速度を計測した。
横転限界速度は４０ｆｔと４５ｆｔでほとんど変わらなかった。

横転防止システムで計測

内側 Ｒ＝５３ｍ
外側 Ｒ＝６５ｍ

内側 Ｒ＝２００ｍ
外側 Ｒ＝２２０ｍ

ランプ部

コンテナトレーラ横転防止システム取得データ

最小 最大 平均 最小 最大 平均 最小 最大 平均

空コン 46.2 49.1 47.7 65.3 69.5 67.4 92.4 98.2 95.3

実入り 43 2 45 4 44 3 61 1 64 1 62 6 86 5 90 7 88 6
40ftコンテナ平均

横転限界速度出力値（km/h）
曲線半径　50ｍ 曲線半径　100ｍ 曲線半径　200ｍ

岩沼方面上り Ｒ＝５０ｍ
岩沼方面下り Ｒ＝１５０ｍ

実入り 43.2 45.4 44.3 61.1 64.1 62.6 86.5 90.7 88.6

空コン 45.3 49.1 47.2 64.1 69.4 66.7 90.6 98.2 94.4

実入り 44.1 47.2 45.7 62.4 66.7 64.5 88.2 94.3 91.3
45ftコンテナ平均

※横転限界速度出力値は、当該システムによる予測値です。

内側 Ｒ＝３２０ｍ
外側 Ｒ＝３２５ｍ

ランプ部
仙台東方面上り Ｒ＝５０ｍ
仙台東方面下り Ｒ＝５３ｍ

横転防止システム
横転防止システムは、コンテナを牽引して約30秒間走行するだけで車両の３次元空間上の重
心位置を正確に検知し、横転限界速度を算出する警報システムです。
横転限界速度とは コンテナトラックがカーブを走行する際に その速度以上で走行すると車

横転防止装置
開発者：東京海洋大学 渡邉 豊教授

横転限界速度とは、コンテナトラックがカーブを走行する際に、その速度以上で走行すると車
両が横転する可能性が極めて高いと予測される速度のことです。
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検証結果③操作性

高砂コンテナヤード内切り回し状況４０ｆｔと大差なく運転可能

普段４０ｆｔを運転している３名のドライバーから４５ｆｔ
の操作性についてヒアリングした。

入場 退場

高砂コンテナヤ ド内切り回し状況－４０ｆｔと大差なく運転可能－

ドライバーからのコメント
・ブレーキや前方視界、後進視界などは、４０ｆｔと全く変わ

らない。
・切り回しについても、特に問題は感じなかった。

ハンドリングについては ４０ｆｔと比べやや小回りがきか ﾄﾗ ｽ ﾎﾟｲ ﾄ① ﾄ ﾎﾟｲ ﾄ②・ハンドリングについては、４０ｆｔと比べやや小回りがきか
ない。

・総合的に４０ｆｔと比べ大差なく運転が可能であり、さらに
安定感があり走行しやすい。

ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾎﾟｲﾝﾄ① ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾎﾟｲﾝﾄ②

東洋ゴム工業(株)仙台工場内倉庫イメージ図

工場内切り回し状況写真

東洋 ム 業(株)仙台 場内倉庫イ ジ図

４０ ４０ ４０４５

① ② ③ ④ ⑤ ⑥以降

空 空

事

務

４５

駐車スペース
北門

務

所
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検証結果④輸送効率
－積載時間10分増、積載容量１６％増－ －走行時間に差異なし－

走行時間は、県道１０号ルートで平均５５分となり、時間帯や交通
状況によるバラツキはあるが現状の４０ｆｔによる輸送とほぼ同じ
時間で走行が可能であった。
実験では、通常の交通の流れにのって走行できた。

・４５ｆｔコンテナ1本当たりの積載時間は平均67分で
４０ｆｔ背高に比べて１０分多くかかり１１ｍ３（１６％）
多く積載した。

45ftコンテナ及び４０ｆｔ背高コンテナ積載実績比較

県道１０号 国道４号 仙台東部道路走行ルート

45ftコンテナ－４０ｆｔ背高コンテナ走行時間比較４５ｆｔコンテナ積載 　空容積：８５．６ｍ
３

コンテナ(本) 積載容積(m3) 積載時間(分)

29.0ｋｍ 30.0ｋｍ 29.9ｋｍ

34箇所 53箇所 20箇所

4箇所 3箇所 5箇所

16,865台/24h 9,728～25,763台/24h13,498～77,312台/24h

折進交差点数

区間距離

信号の数

交通量

（H17道路交通センサス）

10 782.199 670

平均 78.22 67

10m3当たり積載時間 10 8.6

４０ｆｔ背高コンテナ積載　　空容積：７６．０ｍ
３

4箇所 3箇所 5箇所

４０ｆｔコンテナ 0:54 1:01 0:45

４５ｆｔコンテナ 0:55 1:02 0:42

４０ｆｔコンテナ 0:50 1:02 0:42

４５ｆｔコンテナ 0:55 1:04 0:54

往
路

復
路

折進交差点数

走
行
時
間

背高 テナ積載 空容積

コンテナ(本) 積載容積(m3) 積載時間(分)

15 1007.469 850

平均 67.16 57

10m3当たり積載時間 10 8 4

積載状況 積載完了

10m3当たり積載時間 10 8.4

県道１０号 閖上大橋 県道１０号 仙台空港付近
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実証実験結果総括

【検 容】【検証内容】

１．道路通行状況
３ルートでの通行では 他車の交通に支障を与えることなく 通行できることが３ル トでの通行では、他車の交通に支障を与えることなく、通行できることが
確認できた。

２．横転防止システムによる横転限界速度
横転防止システムによる横転限界速度は４０ｆｔ背高と４５ｆｔでほとんど変わらな
かった。

３ 操作性３．操作性
４０ｆｔと大差なく運転が可能であった。

４．輸送効率輸送効率
走行時間は４０ｆｔと同じであり、積載時間１０分の増で１６％増の荷物量を輸送
でき輸送効率が向上した。
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今回の実験でタイヤを積載して仙台港まで輸送した１０本の４５ｆｔ国際海上コンテナは １１月２８日（日）

４５ｆｔ国際海上コンテナ北米に向けて出航

今回の実験でタイヤを積載して仙台港まで輸送した１０本の４５ｆｔ国際海上コンテナは、１１月２８日（日）
に北米航路の大型コンテナ船に積み込まれ、ロサンゼルスに向けて出航しました。
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参考〈視察会の状況〉

視察会状況［ 月 ］
ニュース映像

視察会状況［１１月１６日～１９日］
ニュ ス映像

仙台塩釜港高砂コンテナヤード 延べ２０８名
東洋ゴム工業（株）仙台工場 延べ１１９名
報道関係 １７社（２８名）

・ＮＨＫ ・東北放送

報道関係 社（ 名）

・概要説明

・宮城テレビ・仙台放送

・交差点通過

・東日本放送

・東洋ゴム工業（株）仙台工場バン詰状況

東日本放送
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実験機材①シャーシ及びトラクタ調達
－シャーシは海外から輸入－ －輸入シャーシは、国内基準(保安基準)に

■３軸マルチシャーシ調達について
現在、国内では４５ｆｔ国際海上コンテナ対応のシャーシ
は製造されていないため海外（オランダのブロソイス社
製）から調達することとし、実験終了後も20ｆｔ及び40
ｆｔコンテナも輸送可能な「２０ ４５ｆｔ対応3軸マルチ

適合させるため改造－

■改造内容
①側方反射器取付
②方向指示器追加ｆｔコンテナも輸送可能な「２０－４５ｆｔ対応3軸マルチ

シャーシ」とした。

②方向指示器追加
③サイドバンパー１本追加
④サイドバンパー前部追加
⑤サイドバンパー基準内に移動（地上から450mm以下）
⑥ナンバープレート取付ステー⑥ナンバ プレ ト取付ステ
⑦最大積載量、長さ、緩和ステッカー貼付

■３軸トラクタ調達について
トラクタはコンテナ積載時の車両高さが４．１ｍ以内で
軸重が１０ｔ以下になるものとし、国内では数少ない３
軸低床トラクタを採用した。

①

⑥⑦
④

⑤

③②

⑥⑦⑤

③
⑤

改造前 改造後

⑥

改造前 改造後

⑤
下面地上高 約420㎜

⑥
⑦
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実験機材②申請手続き

－車両全長が現行の基準値を超える17 68ｍの車両－

国内における車両の通行及び構造に関する規制等は、国土交通省
（道路局、自動車交通局）が所管する道路法及び道路運送車両法
並びに警察庁（国家公安委員会）が所管する道路交通法に定めら
れている

車両全長が現行の基準値を超える17.68ｍの車両

れている。
海上コンテナの輸送は、セミトレーラタイプに分類され、「車

両の構造が特殊である」として特例が設けられており、車両長さ
は１７ｍ（一般的制限値１２ｍ）まで、総重量については４４ｔ
までなどが一定の手続きで通行許可が出されている。

今 実験 は 連結中心から後端ま 離が を超え今回の実験では、連結中心から後端までの距離が１２ｍを超え
るシャーシについて、道路運送車両法に基づく基準緩和認定申請
手続きを行い、自動車検査証を取得後、連結車両全長が１７ｍを
超える車両で、３ルートについて道路法に基づく特殊車両通行許
可申請手続きにより通行許可を得た。可申請手続きにより通行許可を得た。

今回、採用したシャーシの最終スペックと現行基準（海上コンテナ

４０ｆｔ背高連結車と４５ｆｔ連結車の比較

海上コンテナ（20／40ｆｔ）特例
を適用した基準値

車両長さ（全体） １７ ０ｍ以内

４５ｆｔコンテナ輸送実験時
３軸トラクタ＋シャーシ組合値

１７ ６８０ｍ

（２０／４０ｔｆ）特例を適用した基準値）の比較

連結部中心～車両後端

車両高さ

総重量

車両長さ（全体）

１２．０ｍ以内

４．１ｍ以内

４４．０ｔ以内

１７．０ｍ以内

１２．７５０ｍ

４．０７６ｍ

３６．１ｔ

１７．６８０ｍ

軸重

車両幅 ２．５ｍ以内

１０ｔ以内（認証ﾄﾗｸﾀ１１．５ｔ以内）

２．４９ｍ

６．３３ｔ
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